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ド
イ
ツ
独
占
確
立
期
に
お
け
る
自
己
金
融
と
決
算
政
策
H

は

由;

さ

L 

本
稿
は
、
公
表
会
計
上
、
い
ま
な
お
支
配
的
な
地
位
を
占
め
て
い
る
動

態
論
の
典
型
を
、
さ
し
あ
た
り
、
生
成
期
T
イ
ツ
(
シ
品
マ

!
ν

ン
パ
ソ

ハ
)
動
態
論
に
求
也
、
そ
れ
が
現
実
に
は
た
し
た
役
割
の
本
質
(
現
実
的

本
質
)
を
当
時
の
経
済
過
程
・
企
業
財
務
政
策
1

配
当
政
策
、
公
表
会
計

実
務
、
公
表
会
計
制
度
・
理
論
等
の
合
法
則
的
関
連
り
な
か
で
分
析
し
よ

う
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

分
析
は
、
付
ド
イ
ツ
動
態
論
生
成
期
H

独
占
確
立
期
に
お
け
る
公
表
会

計
実
務
の
現
実
的
構
造
と
そ
白
焦
点
、
付
独
占
的
過
大
償
却
目
秘
密
積
立

金
制
度
惟
立
。
現
実
的
基
礎
、
同
ド
イ
ツ
独
占
確
立
期
に
お
け
る
静
態
財

産
計
算
制
度
理
論
の
転
換
し
ι
破
綻
、
伺
γ
斗マ

l
レ
ン
バ
ッ
ハ
動
態
論

の
論
理
と
そ
の
現
実
的
本
質
と
い
う
順
序
で
す
す
め
ら
れ
る
。

ま
ず
付
に
お
い
て
は
、
従
来
ま
っ
た
く
か
え
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
ド
イ

ツ
独
占
確
立
期
に
お
け
る
公
表
会
計
実
務
の
主
要
特
徴
。
問
題
が
詳
細
に

ド
イ
ツ
独
占
確
立
期
に
お
け
る
自
己
金
融
と
決
算
政
策
付

津

守

-;;1. 

山
ぱ
巾

分
析
せ
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
、
独
占
確
立
期
に
お
け
る
ド
イ

ツ
公
表
会
計
実
務
の
主
要
特
徴
が
、
極
端
な
貸
借
対
照
表
非
真
実
』
不
明

瞭
表
示
実
務
を
一
般
的
な
内
容
と
し
、
一
マ
ル
ク
勘
定
多
項
目
計
上
・
百

パ
ー
セ
ン
ト
減
価
償
却
(
過
大
償
却
日
秘
桝
積
立
金
設
定
)
実
務
を
焦
点

と
す
る
独
占
的
公
表
会
計
機
構
の
確
立
に
ゐ
っ
た
こ
と
を
具
体
的
に
分
析

し
、
同
時
に
か
か
る
公
表
会
計
実
務
の
現
実
的
構
造
の
分
析
に
即
し
て
、

い
わ
ゆ
る
会
計
慣
行
成
立
の
現
実
的
な
仕
組
み
(
独
占
体
の
中
枢
に
お
け

る
公
表
会
計
実
務
の
確
立
↓
従
属
ム
霊
へ
の
そ
の
強
制
的
移
植
↓
強
制
的

一
般
化
↓
か
か
る
会
計
慣
行
の
成
立
)
を
具
体
的
に
例
証
す
る
。

H
で
は
、

上
述
の
独
占
的
過
大
償
却

u
秘
密
積
立
金
制
度
確
立
の
経
済
的
基
礎
白
問

題
を
、
配
当
政
策
目
企
業
財
務
政
策
の
問
題
を
媒
介
と
し
、
ド
イ
ツ
独
占

資
木
土
義
の
根
主
的
要
求
と
の
一
関
連
に
お
い
て
具
体
的
に
分
析
す
る
。
す

な
わ
ち
、
こ
こ
で
は
、
独
占
的
過
大
償
却

n
秘
密
積
立
金
制
度
の
確
立
と

い
う
公
表
会
計
現
象
が
絞
場
L
た
の
は
、
稼
得
利
諸
辛
額
配
当
政
策
か
ら

配
当
安
定
化
政
策
へ
の
移
行
と
い
う
独
占
確
立
期
に
固
右
の
企
業
財
務
現
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ド
イ
ツ
独
占
確
立
期
に
お
け
る
日
己
金
融
と
決
算
政
策
付

象
を
直
接
の
基
礎
、
と
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
し
か
も
か
か
る
企
業
財
務

現
象
登
場
の
基
礎
に
は
、
さ
ら
に
、
独
占
体
の
支
配
を
反
映
す
る
あ
ら
た

な
る
形
態
の
競
争
戦
に
よ
ソ
て
条
件
づ
け
ら
れ
た
ド
イ
ツ
独
占
資
本
主
v
私

の
死
活
の
要
請
が
政
存
す
る
こ
と
を
あ
き
ら
か
に
す
る
。
か
く
し
て
、
け

仲
間
簡
は
、
合
し
て
、
独
占
確
立
期
の
ド
イ
ツ
公
表
会
計
を
め
ぐ
る
現
実

過
程
の
分
析
に
む
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
こ
の
段
階
に
お

け
る
経
済
過
程
企
業
財
務
政
鋭
H

制
限
当
政
策
、
公
表
会
計
実
務
の
合
法

則
的
関
連
、
す
な
わ
ち
公
表
会
計
実
務
の
形
成
推
転
の
全
体
的
な
構
造

が
究
明
さ
れ
る
。
か
か
る
現
実
過
程
の
分
析
を
あ
ら
か
じ
め
お
こ
な
う
の

は
、
同
以
下
に
お
け
る
分
析
の
出
発
点
を
確
定
せ
ん
が
た
め
で
あ
る
。

つ
い
で
伺
伺
に
お
い
て
は
、
け
伺
に
お
け
る
現
実
過
程
の
分
析
を
出
発

品
と
し
て
、
か
か
る
現
実
過
程
に
照
応
す
る
公
表
会
計
の
制
度
理
論
の

側
面
、
い
い
か
え
れ
ば
、
周
知
り
静
態
財
産
計
算
制
度
-
理
論
か
ら
動
態

期
間
損
益
計
算
制
度
理
論
へ
り
推
移
の
制
題
を
、
一
方
に
お
け
る
己
れ

ら
白
制
度
・
静
態
論
動
態
論
の
相
互
に
こ
と
な
る
役
割
と
、
他
方
に
お

け
る
こ
れ
ら
相
互
同
協
働
関
係
と
を
明
確
化
し
な
が
ら
、
現
実
的
に
分
析

す
る
。
す
な
わ
ち
、
伺
で
は
、
土
述
の
ご
と
き
独
占
的
過
大
償
却
H

多
数

白
一
マ
ル
ク
勘
定
計
上
実
務
の
制
度
化
を
中
心
内
容
と
す
る
制
度
上
の
転

換
現
象
(
ド
イ
ツ
商
法
典
改
正
問
題
)
と
、
か
か
る
制
度
L
L

の
転
換
を
主

導
し
補
完
し
た
静
態
論
の
転
換
破
綻
現
象
を
、
そ
D
論
理
構
造
の
特
徴

と
の
関
連
に
お
い
て
具
体
的
に
分
析
L
、
動
態
論
生
成
の
必
然
性
を
解
明

す
る
た
め
の
糸
口
を
う
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
た
岡
山

第
八
十
八
巻

四
ノ六

五:

第
五
号

に
、
公
表
会
計
制
度
主
公
表
会
計
理
論
と
の
相
互
関
係
、
な
ら
び
に
公
表

会
計
理
論
を
媒
介
と
し
て
公
表
会
計
実
務
u
会
計
慣
行
が
制
度
化
き
れ
て

い
く
過
程
等
を
、
制
度
上
に
お
け
る
正
規
の
簿
記
の
原
則
の
導
入
、
静
態

市
内
部
に
お
け
る
過
大
償
却
違
法
論
か
ら
骨
法
論
へ
の
全
面
的
な
急
旋
凹

と
い
う
歴
史
的
事
実
の
分
析
に
則
し
て
究
明
す
る
。
最
後
に
、
制
で
は
、

静
態
論
に
代
っ
て
登
場
L
た
シ
ュ
マ

l
レ
ン
バ
ッ
ハ
動
態
論
の
現
実
的
な

中
心
内
容
を
、
上
述
の
分
析
結
果
に
亡
ら
し
て
減
価
償
却
論
に
求
泊
、
か

れ
の
動
的
減
価
償
却
諭
の
一
論
理
構
造
と
過
大
償
却
と
の
関
係
を
追
求
す
る
。

そ
の
日
酌
は
、
ジ

Z

マ
I
レ
ン
バ
ソ
ハ
動
態
論
の
現
実
的
本
質
を
究
明
す

る
こ
L

乙
に
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
動
態
論
が
現
実
に
機
能
す
る
企
業
会
計
上

の
場
が
公
表
会
計
で
あ
る
こ
色
、
な
ら
び
に
そ
れ
が
、
公
表
去
計
数
値
を

価
値
か
ら
解
放
し
た
と
い
う
論
理
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
う
て
、
結
局
、

静
態
論
に
ま
さ
る
過
大
償
却

u
秘
需
杭
立
念
設
定
の
た
め
の
論
理
を
提
供

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
等
を
一
貫
し
て
論
証
す
る
。

か
く
し
て
、
本
稿
に
お
い
て
は
、
け
伺
に
お
け
る
分
析
全
体
を
つ
う

じ
て
、
ド
イ
ツ
独
占
確
立
期
に
お
け
る
公
表
会
計
実
務
、
配
当
政
策
u

企

業
財
務
政
策
・
経
済
過
程
、
公
表
会
司
制
度
・
理
論
と
い
う
順
序
で
、
そ

れ
ら
の
合
法
則
的
関
連
を
具
体
的
に
究
明
し
、
そ
の
な
か
で
、
動
態
論
の

現
実
的
本
質
を
分
析
し
た
こ
と
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。

(
注
)
「
ド
イ
グ
独
占
確
立
期
に
お
け
る
自
己
金
融
と
決
算
政
策
」
円
(
本

号
)
伺
(
次
号
〉
は
、
上
辿
の
付
に
担
当
す
る
。
伺
伺
の
市
分
は
、

次
々
号
以
後
、
ひ
き
つ
づ
き
本
誌
に
発
表
す
る
予
定
で
あ
る
。



独
占
的
過
大
償
却
リ
秘
密
積
立
金
設
定

実
務
臼
一
般
化

一
九
一

C
年、

R
・
パ
マ
ソ
ウ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
株
式
会
社
の
貸
借
対
腕
表
作
成
に
あ
た
っ
て
の
お
も
な
恋
意
は
、
ま

こ
と
に
広
範
に
普
及
し
て
い
る
過
大
減
価
償
却
で
あ
る
」
。
「
大
体
の
と
こ

ろ
、
実
務
で
は
減
価
償
却
の
測
定
ぜ
か
は
な
は
だ
し
く
恋
意
的
に
お
こ
な
わ

和
て
お
ト
、
こ
の
点
に
こ
そ
骨
骨
め
照
表
制
度
か
長
弱
点
許
存
在
す
ト
と

い
わ
ざ
る
を
え
な
い
」
(
傍
点
原
文
)
。

ド
イ
ツ
独
占
資
本
主
義
の
確
立
と
と
も
に
、
こ
の
一
回
の
公
表
会
計
実
務

は
根
本
的
な
転
換
を
経
験
し
た
。
す
な
わ
ち
、
世
紀
の
転
換
点
会
劃
期
と

し
て
、
過
大
償
却
H

秘
密
積
立
金
設
定
実
務
の
異
常
に
広
範
な
普
及
と
い

う
独
占
降
立
制
に
固
有
の
、
あ
ら
た
な
る
現
象
が
顕
著
に
あ
ら
わ
れ
、
そ

れ
が
こ
の
時
期
に
お
け
る
公
表
会
計
実
務
(
ひ
い
て
は
制
度
・
理
論
)
の

焦
点
を
形
成
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
転
換
過
程
と
過
大
償

却
実
務
の
き
わ
だ
っ
た
問
題
性
と
に
つ
い
て
は
、
一
マ
ル
ク
勘
定
を
指
四
時

と
し
万
作
成
さ
れ
た
以
下
の
統
計
数
値
に
よ
っ
て
、
ほ
ぼ
完
全
に
確
認
す

る
と
と
が
で
き
る
。

表
ー
に
よ
れ
ば
、
財
務
諸
表
公
表
会
社
中
に
凸
め
る
一
マ
ル
ク
勘
定
計

上
会
社
の
割
合
は
、
独
占
確
立
期
以
前
(
一
八
八
二
年
度
)
に
は
ま
こ
と

に
事
々
た
る
も
の
(
一
五
パ
ー
セ
ン
ト
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
当
時
ド

イ
ツ
の
大
部
分
の
企
業
に
お
け
る
公
表
会
計
実
務
の
支
配
的
な
傾
向
、
す

ド
イ
ァ
独
占
確
立
制
に
お
け
る
自
己
金
融
し
乙
決
軍
政
樟
付

2.5 

28.2 

45.8 : 

52.4 I 

表 I

ドイツ株式会社における 1マルク勘定計上実務の発展

な
わ
ち
過
少
償
却

r傾
斜
し
た
利
潤
償
却
u

過
大
利
益
表
示
傾
向
を
反
映

す
る
も
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
ド
イ
ザ
チ
ェ
パ
ン
ク
が
他
企
業
に
さ

き
が
け
て
「
意
識
的
な
貸
借
刻
照
表

u
配
当
政
策
の
手
段
と
し
て
」
の
秘

第
八
十
八
巻
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叩
∞
印

ω
叩

旧

昭

一

I
一

2
一

3
一

ι

4

5

4

6

一

1

1

I

l

l

-

-

帯
積
立
金
政
策
会
採
用
し
は
じ
め
た
の
は
、
よ
う
や
く
一
八
七
九
年
末
以

後
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、
一
八
九

0
年
代
後
半
か
ら
今
陛
紀
初
頭
に
か

け
て
、
つ
ま
り
独
占
確
立
期
に
い
た
る
や
事
態
は
一
変
し
、
た
と
え
ぼ
一

九

O
九
年
度
に
は
財
務
諸
表
公
表
会
社
中
に
占
め
る
一
マ
ル
ク
勘
定
計
上

会
祉
の
割
合
は
、
じ
つ
に
五
二
・
四
ハ

1
セ
ン
ト
に
も
土
井

f
る
。
貸
借
対

照
表
」
、
一
マ
ル
ク
勘
定
と
い
う
か
た
ち
で
あ
ら
わ
れ
な
い
過
大
憤
却
も
、

も
ち
ろ
ん
相
当
数
存
在
す
る
a

そ
れ
ゆ
え
右
円
数
値
は
、
過
大
償
却

u
秘

情
積
立
金
設
定
実
務
の
粋
及
度
を
最
少
限
に
表
現
し
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。

ま
と
、
か
か
る
実
務
の
発
展
が
た
ん
な
る
平
面
的

E

外
延
的
な
普
及
に
と

アー ェー ゲーにおける 1
マルグ勘定計上実務の傑化

表 E

第
入
十
人
程

五。
第
五
号

主主

四

FEF つで部ど
円 u とも に ま

~同もあおる
昼間首っけも
とL国尾たるの
足官ーここで

~ g:貫 E のは
己 E しは種な
E 月て')、実く
誕百」ー務

"八の内
日日こ独九い包
〉 出 占 三 つ 町J

E 旨的/そな
::;" (D吊四う
~ Y)旨天年の個
を 5償度深々
採 13却以イじの
川吉 政 後 ゎ の 企
す 5策「過業
る 停」も程内

に
い
た
っ
た
ア

1

エ
l

・ゲ
l
〉
ロ
m

古
田
2日
w

何
甘
l

E
口巴仲間

Z
l
p
E
E
]胃
F
P
同
庁
に
お
け
る
貸
借
対
照

表
情
万
項
目
の
推
移
に
よ
っ
て
央
型
的
に
例
註
さ
れ
る

(表

E
Y

一
マ
ル
ク
勘
定
計
上
会
社
の
産
業
別
分
布
を
検
す
れ

ば
‘
き
わ
め
て
興
味
ぷ
か
い
結
果
が
あ
ら
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
主
れ
は
、
過
大
償
却
目
秘
密
積
立
金
設
定
実
務

の
一
般
化
が
産
業
部
門
ご
と
に
い
ち
じ
る
し
く
不
均
等
に
進
行
し
た
と
い

う
阜
突
を
明
示
す
る
。
表
E
に
よ
れ
ば
、
一
九

C
八
年
度
に
お
い
て
、
か

か
る
実
務
は
重
化
学
工
業
会
社
と
り
わ
け
金
属
機
械
T
業
会
社
に
い
ち

じ
る
し
く
集
中
し
、
こ
れ
ら
の
会
副
と
他
の
産
業
部
門
諸
会
社
と
の
あ
い

だ
に
は
ぎ
わ
だ
っ
た
分
界
線
が
見
出
さ
れ
る
。
集
積
集
中
過
程
の
進
展

主
全
一
般
的
危
機
の
開
始
に
し
乙
も
な
い
、
過
大
償
却
実
務
は
次
第
に
全
産
業

部
門
聞
に
万
遍
な
〈
惨
透
し
て
い
く
が
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
化

学
L
業
部
門
ー
と
り
わ
け
金
属
・
機
械
工
業
会
社
に
お
け
る
こ
の
種
実
務
。

普
及
u

集
中
度
は
依
然
と
し
て
一
般
に
高
度
で
あ
る
(
表
百
三
か
よ
う
な
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表 Eド
イ
ツ
独
ト
円
確
立
期
に
お
け
る
自
己
金
融
と
決
算
政
策
付

第
八
卜
八
巻

五

第
五
号

五
五



ド
イ
ツ
独
占
確
立
期
に
お
付
る
自
己
金
融
と
抗
算
政
策
ハ
円

第
八
1
1
入
巻

五

第
五
号

五
六

表lV務
さの
て焦

占

幾を
多 ~f
の成

者す
立る

の)に

L い
めた
ずっ
と tこ

ろと
にが
よあ
れき
t王ら
、ヵ、
独で
占あ

望号
期
に
お

っ
た
(
表

V
Y
そ
の
た
め
、
公
表
資
産
・
利
益
植
が
い
ち
じ
る
し
く
過
少

に
表
示
さ
れ
、
公
表
さ
れ
る
資
産
・
利
益
と
実
際
の
資
産
・
利
益
、
と
の
背

け
る
ド
イ
ツ
諸
企
業
の
過
大
償
却
H
秘
密
積
立
金
設
定
額
は
、

(

U

U

 

今
日
り
そ
れ
を
は
比
較
に
な
ら
な
い
と
し
て
も
〕
相
当
多
額
の
も
の
で
あ

(
た
と
え

離
が
意
識
的
に
極
度
に
拡
大
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ

る
。
た
と
え
ば
、
こ
の
点
に
関
連
し
て
当
時
の
一
会
計
学
者
は
い
う
〈
「
計



表V 主要会社 産業部門における秘密積立金設定状況 (20j也紀初頭〉

一瓦長五五7エ，tJlI止t王瓦瓦百可干戸1寸|干寸τ司子司|函子一百IモE?正pI宵宮F宮耐町翫町可T弓T士子子官罰FlhB刈可1τ干 一ヲ豆干

1わ〕 ア下一
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4) Herrgen. A.， Akticngcsellschaften und Gewerksch，Lften des Ruhrkohlen-Bcrgb込UCo，ZfhF， 3. ]g. 190町1909.
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ド
イ
ツ
独
占
確
立
期

r
お
け
る
自
己
金
融
と
決
算
政
策
付

算
上
の
利
益
を
で
き
る
だ
け
高
く
す
る
こ
と
が
の
ぞ
ま
し
い
場
合
に
は
、

積
極
財
産
も
ま
た
高
〈
評
価
さ
れ
、
計
算
上
白
利
益
が
実
際
の
利
益
よ
り

も
低
い
こ
と
が
の
ぞ
ま
れ
る
な
ら
ば
、
よ
り
低
い
評
価
が
え
ら
ば
れ
て
、

ま
こ
と
に
過
度
の
減
価
償
却
が
お
こ
な
わ
れ
、
た
と
え
金
計
年
度
中
む
す

べ
て
の
新
調
達
部
分
が
数
万
ゐ
る
い
は
数
百
万
〔
マ
ル
ク
〕
に
た
つ
す
る

場
合
で
も
、
そ
れ
は
一
般
に
お
そ
ら
く
積
極
財
産
と
し
て
計
上
さ
れ
な
い

で
あ
る
う
。
貸
借
対
刷
出
表
お
よ
び
配
当
提
案
に
つ
い
て
決
議
さ
る
べ
き
慌

査
役
会
議
に
、
決
議
さ
る
べ
き
配
当
に
応
じ
亡
、
幾
通
め
も
白
貸
借
対
照

表
が
選
択
の
た
め
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
は
稀
な
こ
と
で
は
な
い
@
そ
の
場

合
、
通
常
、
本
米
可
能
で
あ
る
上
り
も
す
く
な
く
分
配
さ
る
べ
き
配
当
率

に
た
い
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
そ
れ
に
照
応
す
る
、
よ
り
た
か
め
ら
れ
た

減
仰
償
却
が
指
こ
な
わ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
利
益
は
、
非
常
に
客
観
的
に

作
成
せ
ら
れ
?
貸
借
対
照
表
か
ら
単
純
に
計
算
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
む

し
ろ
、
い
か
ほ
ど
由
利
誌
が
の
ぞ
ま
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
貸
借
対
照

表
が
粉
飾
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
(
傍
点
引
用
青

Y

独
占
資
本
主
義
の
唯
立
は
、
過
大
償
却

u
秘
将
積
立
命
設
定
実
務
・
実

際
の
利
益
と
《
表
利
益
と
り
い
ち
じ
る
し
い
分
裂
極
端
な
貸
借
対
賄
表

非
真
実
表
示
実
務
を
登
場
せ
し
め
る
。
こ
こ
か
ら
し
て
、
か
か
る
極
端
な

非
真
実
表
示
実
務
と
結
合
し
て
、
極
端
な
貸
借
対
照
表
不
明
瞭
表
示
実
務

が
登
場
し
、
そ
れ
が
前
者
を
補
完
・
促
進
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
理
解
す

る
に
か
た
く
な
い
。
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ω
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と
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わ
け
当
時
の
ド
イ
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表E

レ←ル地方石炭鉱業会社の減価償却事情
に
h

ゆ
い
て
は
、
こ
の
一
マ
ル
ク
勘
定
に
土
っ
て
表
現
さ
れ
る
過
大
償
は
、
過
少
償
却
に
傾
斜
し
た
刺
潤
償
却
日
過
大
刑
益
表
示
傾
向
で
あ

却
u

秘
密
積
立
金
設
定
が
典
型
的
で
あ
っ
た
(
後
述
書
照
)
か
ら
で
っ
た
。
た
と
え
ば
表
百
に
よ
れ
ば
、

b
O
九
0
年
代
に
か
け
て
り

あ

る

。

ル

ー

ル

地

方

石

炭

鉱

業

会

社

に

お

い

て

は

、

会

わ

め

て

少

額

の

寸

利

ω
独
占
確
立
期
以
前
の
ド
イ
ツ
諸
企
業
の
減
価
償
却
事
情
に
か
ん
す
益
分
配
の
み
を
可
能
な
ら
し
め
る
た
め
に
、
許
し
り
ん
な
い
此
ど
の
少

る
詳
細
な
資
料
は
、
筆
者
の
知
る
か
ぎ
り
ほ
と
ん
ど
存
在
し
な
い
が
、
な
い
金
額
に
減
価
償
却
費
が
制
限
せ
ら
れ
」
た
こ
と
、
配
当
串
・
積

幸
い
ル
ー
ル
地
方
石
炭
鉱
業
会
社
に
関
す
る
も
の
が
比
較
的
完
備
し
立
金
設
定
率
・
減
価
償
却
費
の
割
合
等
の
相
互
り
関
係
が
し
め
す
ご

た
か
た
ち
で
散
在
し
て
い
る
“
こ
れ
ら
数
少
い
資
料
に
よ
れ
ば
、
独
と
く
、
も
っ
ぱ
ら
刺
潤
償
却
が
な
さ
れ
、
た
だ
「
業
績
良
好
な
数
年
間

占
蒋
行
期
に
お
け
る
と
の
部
門
司
公
表
会
計
実
務
の
支
配
的
な
簡
向
に
の
み
充
分
の
償
却
が
お
こ
な
わ
れ
」
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耳
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山
肌
此
は
れ
五
年
に
わ
た
る
問
。
事
情
に
つ
い
て

積
定
「

l
i
l
i
-
-

畑

F
で

き

判
例
「

l

b

川
付
亡
算
み
れ
ば
、
こ
の
一
口
年
間
に
平
均
「

耐

一

判

明
ω
品

刀

日

一

R

向
よ
こ
清
二
・
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
白
配
当
日
炉
支

而
一
6
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l
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o

s

て

一
昨
一
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l
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-
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よ

ー

仏

わ

れ

た

だ

け

で

あ

り
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間

四
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肝
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然

な

高

さ

に

ま

で
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昇

し

た

夜
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日

ロ
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m
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出
償
比
倫
勘
定
に
た
い
し
亡
不
充
分
な
減
価

E

H

L

i
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-

-

-

z

凹
価
の
償
却
し
か
竺
」
な
わ
な
か
っ
た
結
果
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u
u
u
u
l

減

費

一E
一

m
m
市
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0

ニ
ー
と
し
(
の

2
t
r。
一
司
一
お

一

:

一
件
片
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H

h

1

1

p

ω

コ
芯
)
で
あ
る
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こ
の
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ド
イ
ツ
独
占
確
立
期
に
お
け
る
自
己
全
融
と
決
省
幹
政
策
け

査
を
お
こ
な
っ
た
ド
ル
ト
ム
ン
ト
上
級
鉱
山
監
督
局
管
区
石
炭
鉱
業

連
盟
〈
2
2ロ
苫
円

E
O
Z品
ヴ
ロ
戸
FUFOロ
円
ロ
Z
2
2
0
U
H
E
C
C

2
σ
o説
。
田
仲
間
寸
O
E吋
宵
口
。
ユ
自
民
間
己
は
、
当
時
適
用
さ
れ
て
い
た

各
社
の
償
却
唱
を
詳
細
に
比
較
検
討
し
た
結
果
、
ひ
と
り
ゲ
ル
ぜ
ン

キ
ル
へ
ン
鉱
業
会
社
。
己
ω
S
E
R
V
E
2
出
σ担
当
2
w
m
〉

E
E己

出
2
0戸
里
F
m
w
E
8
償
却
率
の
み
が
適
当
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
、

他
方
調
査
対
象
に
な
っ
た
諸
会
社
の
大
部
分
が
償
却
不
足
白
状
態
に

あ
り
、
過
去
一
一

0
年
聞
の
推
定
必
要
償
却
制
約
四
、
一

fn
五
万
マ
ル

ク
に
た
い
し
約
一
、
二
五
心
万
マ
ル
ク
に
お
よ
ぶ
償
却
不
足
が
存
在

す
る
こ
と
を
指
摘
し
た
り
ち
、
つ
ぎ
の
ご
と
き
結
論
を
く
だ
し
て
い

る
n

「
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
石
炭
鉱
業
株
式
会
社
諸
企
業
は
、
問

題
の
一

0
年
間
に
、
止
当
な
商
人
的
原
則
に
よ
っ
て
分
配
可
抱
な
配

当
を
う
み
だ
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
だ
と
い
う
碓
相
を
表
明
し
な

い
わ
け
に
は
い
か
な
い
」
〈
以
上
、

E
E
C
P
Z
〈
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同
N
E
E
l

E

吾
、
与
吉
S
F官旬、
E
R
E
H刊
号
室
一
見
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、
同
E
S
S
E
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己
氏
、
広
『
X
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「

A
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S
P
N
K
W
回
出
、
戸
田
由
目
、
印

ω
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l

U

)
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担
行
業
公
民
、
〈
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ロ
S
E
R
F
b介、

ZGN恥
骨
呈
白
官
官
重
刷

E
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F
主
E
5
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b
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H
H
D
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o
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b
E
N
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包
』
印
2
d
r
p
E
2
0
W
E
ω
己
α自
己

2
官

nyoロ
C
O
W
2
5
E
Z
F

H
由
民
、
山
国
仏
)
を
除
け
ば
、
そ
の
他
り
産
業
部
門
の
総
体
的
な
事

情
を
正
確
に
疏
認
し
う
る
ま
と
ま
っ
た
資
料
は
ほ
》
」
ん
ど
入
手
し
え

な
い
が
、
配
当
支
払
状
況
(
配
当
串
等
細
別
分
布
、
無
配
会
社
比
率
)

・
積
立
金
設
定
状
況
・
純
利
益
年
別
推
移
等
公
民
一
〈
恒
名
品
。
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値不動産 し ν 

動産 4C川1O.44!1 46.81 

1) Rabius， W.， Der Aacheneγ Hutten-Akti開 VeJlein叫 RoteErde 1846-

1906， D叩 Entsielntηg附 ldEntwicklung eines叫e包nischen Hutlenwerks， 

Volkswirtschaftliche 11ηd wirtschaftsgeschlchtlichc Abhandlungcn， 

1906， Neue Folge-8. Heft， S. 120 より作成。

2) 上哀の同年度は， ト Y ス製鋼法保問直後に相当する。

3) 第 1次大戦前における機祇 設備の通常の耐用年数は，平均10年ないし

15年とされている (Prion，¥V.， Selbstftn肌 zierungdeγ Unterneh'mung印!

1931. S. 22.)。
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nomischer UIヨstabstischcrAbhandlungen， Bd. 39， 

1903， 5， 173-212.) 制止羅叫事前←.h~"話上E静止要以~

士ド0""01倒桝詰[]檀1I¥;tIQ F，至宝三起者時~-R~ 押守え えトF

Z医極端<Il¥;tIQ邸中，..>.j~~毛品~[E:世}J~í' .}!.JJ..¥J:品製{邸拍4

"、"，'

ぞお ].J(1古室'2品主\-"←~'!1 i ~量日十く剖択E 必♀但
!J:'!型十く垣宥 Q 垣症も誠心-.Q~¥--l':;.u (帰国;;，竪)，J川叫4

4組制拠出+--;Zd0 

S-Rosendorff， R.， W回 mussen dte AktiOl同町悩nd
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S. 64-5 

g Roscndorff， R.， a α0.. S. 98 
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雲 ]eidcls，0.， D町内γ加 lt削 S 出 rd叫 tscl.附 Z白 'osbanll附

弘、ャ永話'IT塑ゃ;罫û~士坤εコ旧噌撞4甘さ~~当選工

2'M Iれd旬strie 1ttit besoηd，問 γ s，れ fcksichtigung d肝
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似
た
と
え
ば
、
ぐ
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-
E
Z
E
E
-
開
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T
需
主
吾
主
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E
E

吾
府
内
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、
色
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苫
弘
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h
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N
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h
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ミ
忠
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田
p
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一
ノ
削
秀
文
杭
「
会

計
か
ら
み
た
独
占
刺
潤
」
「
経
済
セ
ミ
ナ
」
一
九
六
一
年
六
月
号

三
九
頁
〕
ο

M
W
】

V
5
3戸
田
'
同
)
芯
同
白
星
誕
S

号、

Y
E
E
2
5丸
会
ZN

N
E
T
s
q皇
内
崎
、

s
z
s£
S句、
F

∞
K
F
戸
内
「
出
色
岡
、
日

UNU
山

。

N

伊
ロ
い
口

貸
借
対
照
表
不
羽
瞭
表
示
実
務
の
進
展
。

秘
密
減
価
償
却

世
紀
の
転
換
点
は
、
ド
イ
ツ
公
表
会
計
実
務
上
、
貸
借
対
照
表
不
明
瞭

表
示
傾
向
が
全
面
化
し
深
化
し
た
と
い
う
意
味
に
お
い
て
も
、
劃
期
的
な

転
換
F
い
で
あ
っ
た
門
た
、
と
え
ば
一
九
O
一
年
、
「
ド
イ
ヴ
チ
~
l

エ
コ

ノ
ミ
ス
ト
」
誌
は
つ
ぎ
の
ご
と
〈
指
摘
し
て
い
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
、
す
で
に
こ
の
箇
処
で
、
大
銀
行
白
報
告
が
い
か
に
ま

す
ま
す
解
読
し
が
た
レ
も
め
に
な
っ
て
い
る
か
、
ま
た
現
在
の
報
告
書
の

作
成
方
法
が
い
か
に
は
な
は
だ
し
く
大
銀
行
(
わ
が
国
民
経
済
に
た
い
す

る
こ
の
一
大
銀
行
の
重
要
性
は
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
か
き
あ
つ
め
ら
れ
る
大

量
の
資
本
に
よ
っ
て
年
々
た
か
ま
っ
℃
い
る
〕
の
事
情
を
多
数
の
公
衆
に

理
解
L
が
た
く
す
る
の
に
寄
与
し
て
い
る
か
を
く
り
か
え

L
強
調
し
て
き

士
」
(
傍
点
原
文
)
。

第
八
J
l
八
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第
五
号

/、

五

ノ1

留
意
す
べ
き
は
、
銀
行
研
究
家
E

ハ
イ
ネ
マ
ン
が
当
時
す
で
に
表
間

的
に
ぜ
は
あ
れ
感
知
し
て
い
士
ご
と
く
、
大
規
模
な
資
本
の
集
積
集
中

過
程
が
進
行
し
「
大
銀
行
が
幾
千
も
の
糸
で
一
般
公
衆
と
む
す
び
つ

き
」
「
全
世
界
を
包
み
こ
む
」
ま
で
に
社
会
化
L
、
「
そ
れ
ゆ
え
、
た
ん
に

株
主
・
預
金
者
の
み
な
ら
ず
社
会
全
体
が
諸
銀
行
の
財
産
状
態
に
通
暁
す

る
確
嗣
た
る
権
利
を
有
す
b
L
ま
で
に
事
態
が
進
行
し
た
そ
の
瞬
間
に
、

辿
に
大
銀
行
の
公
表
す
る
貸
借
対
照
表
・
自
業
報
告
書
等
白
内
容
が
ま
ず

宮
す
貧
弱
不
明
瞭
化
す
る
傾
向
が
あ
ら
わ
れ
た
と
い
う
点
で
あ
る
q

こ

の
こ
と
は
、
一
般
に
公
表
会
計
実
務
の
発
展
が
株
式
会
社
の
社
会
酌
性
格

の
発
展
に
直
接
に
も
と
づ
く
も
り
で
は
な
く
、
反
対
に
そ
り
私
的
独
占

的
性
格
の
側
商
に
関
連
し
て
涯
行
す
る
現
象
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い

る
。
つ
ま
り
、
公
表
会
計
実
務
な
る
も
り
は
、
本
来
、
株
式
会
社
白
私
的

・
独
占
的
性
格
の
強
化
手
段
に
ほ
か
な
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
株
式
会
社
の
社

会
的
芯
義
が
増
大
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
ま
た
正
確
に
し
て
信
頼
し
う
る
情

報
が
社
会
的
に
つ
よ
く
要
請
さ
れ
る
よ
う
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
不
明
日
時

非
真
実
表
示
傾
向
を
つ
よ
め
る
と
在
、
と
な
る
。

さ
亡
、
か
か
る
貸
借
対
照
表
不
明
瞭
表
示
傾
向
は
、
当
時
、
大
銀
行
等

3

4

 

D
公
表
劇
務
諸
衰
を
き
し
て
「
パ
リ
ム
プ
セ
ス
ト
」
茶
番
」
・
「
数
字
の

遊
戯
」
「
不
可
解
き
わ
ま
る
文
書
」
一
、

E
E
ロ一
H
V
Sけ
巴
ら

g
m
H々

m
E
こ
な
ど
と
呼
ば
し
め
る
ほ
ど
に
ま
で
極
点
に
た
つ
し
た
が
、
な
か
で

も
そ
の
焦
点
に
う
か
ぴ
で
た
の
は
「
V
ン
ジ
ケ
l
ト
勘
定
」
問
。
E
O
H
t
巳

目
開
。
ロ
吉
之
「
有
価
一
証
券
勘
定
L

と
に
旧
か
な
ら
な
か
っ
た
。



「
貸
借
対
照
表
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ
て
た
え
ざ
る
捗
嘆
を
形
成
す
る

の
は
、
Y

ン
ジ
ケ
l
ト
勘
定
な
ら
び
に
貸
付
金
勘
定
同

0
5
0
E己
u
E己

口。
E
Z
Bロ
E
E
o
白
数
値
で
あ
る
。
貸
借
対
照
表
が
公
表
さ
れ
た
場
合
、

毎
年
と
れ
ら
同
勘
定
の
実
際
の
在
高
に
関
す
る
気
が
か
り
な
問
題
が
生
ず

る
。
最
有
名
諸
銀
行
は
、
こ
こ
数
年
来
、
解
説
的
な
報
告
書
白
な
か
で
そ

の
合
計
の
実
体
を
し
め
す
こ
と
な
く
、
有
価
証
券
勘
定
在
高
と
シ
ン
ジ
ケ

1
1
勘
定
在
高
と
を
ひ
と
つ
の
勘
定
に
合
算
し
て
い
る
。
諸
銀
行
が
競
争

右
を
顧
慮
し
て
、
そ
の
財
産
状
態
の
あ
ら
ゆ
る
詳
細
を
公
衆
の
目
に
さ
ら

す
の
を
き
け
て
い
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
あ
る
」
。
一
八
九
一
一
年
度
ま
で
、

シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
業
務
か
ら
え
ら
れ
た
利
益

ι有
価
証
券
業
務
か
ら
え
ら

れ
た
利
益
と
を
区
分
表
示

υ
て
い
た
ベ
ル
り
ン
商
業
銀
行
出
ミ
エ
コ
ミ

出

E
P官
官
主
戸
里
町
民
け
が
、
一
八
九
四
年
度
以
後
、
そ
れ
ら
を
一
括
計

上
す
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
事
実
、
そ
の
他
、
外
国
国
債
外
国
自
治
体

公
債
外
国
鉄
道
優
先
株
と
ド
イ
ツ
国
内
工
業
企
業
社
債
と
の
一
括
計
上
、

「
取
引
所
上
場
証
券
」

ξ

「
非
上
場
証
券
」
と
い
う
不
鮮
明
な
区
分
、
「
上

場
証
券
」
の
な
か
へ
り
回
債
・
コ
ン
ソ
ル
公
債
工
業
仕
債
の
一
括
計
上
、

「
当
際
業
務
」

-
J
E
F
E
O
Q日
5
2
2
0ロ
ニ
と
い
う
瞭
抹
な
勘
定
名
の

利
川
等
々
。

同
様
の
事
態
は
、
大
工
業
企
業
に
お
い
て
も
看
取
さ
れ
一
白
山
た
と
え
ば

一
八
九
四
年
度
以
後
相
端
な
貸
借
対
照
表
不
明
瞭
表
示
政
策
に
転
じ
た
ア

l
-
で

l

・ゲ
T
の
事
情
に
つ
い
て
、

F
・
s
-
グ
ロ
ュ

l
ン
ジ
ー
タ
イ

ン
は
い
う
。

ド
イ
ツ
独
占
碓
立
期
に
お
け
る
自
己
金
融
と
決
算
政
策
け

「
日
刊
紙
の
商
業
通
信
欄
に
お
い
て
、
二
大
電
機
会
社
ハ
ア

1
・
エ
ー

ゲ
I
お
よ
び
ジ
l
メ
ン
久
目
ハ
ル
ス
ケ
〕
の
貸
悩
対
照
聾
お
よ
び
一
部

分
は
そ
の
子
会
討
の
貸
借
対
照
表
が
、
し
ば
し
ば
企
業
。
実
際
の
財
務
的

事
件
遷
に
つ
い
て
す
こ
し
も
明
瞭
な
鯛
念
を
あ
た
え
な
い
ほ
ど
概
括
的
に
作

成
き
れ
、
ひ
じ
よ
う
に
不
明
瞭
な
統
陪
項
目
を
ふ
く
ん
で
い
る
と
い
う
不

平
が
の
べ
ら
れ
て
い
る
。
主
き
に
は
、
決
算
書
作
成
に
あ
士
っ
て
、
も
っ

と
も
重
要
な
諸
事
実
が
ま
っ
た
く
か
く
さ
れ
て
い
る
か
こ
空
か
し
た
か
た

ち
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
た
め
企
業
の
本
来
の
所
有
者
す
な
わ
ち
株

主
が
そ
の
会
社
内
変
遷
に
つ
い
て
法
律
上
要
求
し
う
る
し
ま
た
期
待
し
う

る
も
の
に
く
ら
べ
る
と
、
ご
く
す
こ
し
の
こ
主
が
ら
し
か
知
ら
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
こ
で
、
た
と
え
ば
ァ
l

・エ

l

・ゲ
l
D
株
主
総
ム
五
に
お
い
て
、

数
十
年
来
蓄
積
さ
れ
た
秘
密
積
立
金
の
金
額
に
つ
い
て
な
ん
ら
表
損
さ
れ

て
い
な
い
と
か
、
有
価
証
券
売
却
益
が
明
示
さ
れ
て
い
な
い
と
か
、
貸
借

対
照
表
に
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
で
も
の
べ
ら
れ
て
い
な
い
機
械
・
工
具

に
た
い
す
る
減
価
償
却
〔
秘
割
減
価
償
却
〕
が
年
々
多
額
に
お
こ
な
わ
れ

て
い
る
と
か
い
う
不
平
の
声
が
、
個
々
の
株
主
の
側
か
ち
あ
げ
ら
れ
る
ほ

ど
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
場
合
、
取
締
役
は
、
そ
の
詳
細
な
報
告
の
な
か
に
は
競
争

企
業
を
顧
慮
し
た
う
え
で
い
う
こ
と
の
で
き
る
す
べ
て
の
事
項
が
ふ
く
ま

れ
て
い
る
と
答
え
る
の
が
つ
ね
で
あ
っ
て
、
い
か
な
る
場
合
に
も
、
公
衆

は
こ
の
限
界
を
こ
え
て
企
業
の
内
部
事
情
に
つ
い
て
知
る
と
と
が
で
き
な

〈

n)

い
の
で
あ
る
」
。

第
八
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八
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ド
イ
ツ
独
占
確
立
期
に
お
け
る
自
己
金
融
と
決
算
政
策
付

「
も
ち
ろ
ん
、
日
刊
低
上
で
も
、
最
近
大
企
業
に
お
い
て
発
展
し
た
貸

借
対
照
表
作
成
方
法
に
関
す
る
批
判
的
所
見
に
こ
と
欠
か
な
い
。
利
益
全

体
が
ひ
と
つ
り
総
計
で
報
告
さ
れ
、
と
り
総
計
の
な
か
に
、
製
品
の
販
売

か
ら
え
ら
れ
た
収
益
と
令
融
業
務
か
ら
え
ら
れ
た
収
益
己
居
間

Z
Z向。

-
2
司
号
口
町
昇

5
5
1
dロ
品
目
ロ
ロ
ロ
N
聞
の
百

H53ω
が
合
算
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
総
益
確
定
に
さ
き
だ
っ
て
お
こ
な
わ
れ

る
減
価
償
却
〔
秘
密
減
価
償
却
〕
の
大
部
分
が
貸
借
対
照
表
か
ら
明
臓
に

よ
み
と
る
こ
と
が
で
き
た
い
と
い
う
ケ
と
が
非
難
さ
れ
て
い
る
う

か
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
独
占
確
立
期
に
お
け
る
公
表
会
計
実
務
の
主
要
特

徹
の
ひ
と
つ
は
、
有
価
評
券
勘
定
・

γ
シ
ジ
ケ
l
卜
勘
定
白
粉
飾
不
明

瞭
表
示
を
中
軸
k
ず
る
貸
借
対
照
表
不
明
瞭
表
示
傾
向
の
い
ち
じ
る
し
い

深
化
で
あ
る
門
そ
し
て
、
こ
の
有
価
証
券
勘
定
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
勘
定
の

粉
飾
を
中
軸
と
す
る
不
明
瞭
表
示
実
務
は
、
と
り
わ
け
金
融
業
務
に
闘
係

ぶ
か
い
大
銀
行
、
独
占
的
工
業
企
業
の
親
会
社
ハ
工
業
n
金
融
会
社
)
に

h

ぬ
い
て
採
用
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る
「
秘
街
減
価
償
却
」

E
H
5
2
E吉
岡
ロ
。

邑
ぐ
0
3
0
m
S円

H
E
r
-
2
0
(
g
z
y
F号
。
)
〉

g
o
U
2
H
E認
を
媒

介
と
し
て
、
既
述
内
一
過
大
償
却

u
秘
需
積
立
金
設
定
実
務
と
密
接
不
離
に

む
す
び
つ
け
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
損
益
勘
定
へ
の
集
合
以
前
の
内
部
処

理
を
つ
う
じ
て
お
こ
な
わ
れ
る
己
の
秘
密
減
価
償
却
は
、
一
方
で
は
金
融

業
務
か
ら
え
ら
れ
た
利
益
を
「
貸
借
対
照
表
の
背
後
で
」
隠
岐
留
保
凶
)

(
い
わ
ゆ
る
ぐ
o
E
U
σ
R
H
E
P国

5
ロ
ロ
042ロロ
E
Z己
E
)、
他
方
で
は

減
価
償
却
の
内
容
・
過
大
償
却
の
事
実
を
不
明
瞭
な
ら
し
め
る
こ
と
に
よ

第
八
十
八
醤

主 E G.における秘密盟国宝生翌日訳例〉例(1)

XXX  有価置芽勘定または資本参加勘定

xxx 減州償却費勘定

/、。〔有価証券および資木参加からえられた利益を減価償却費勘定に振帯える〉

第
五
号

pisconto-Gesellschaftにおける秘密減価償却処斑を暗雲丈竿泣主Q1I

lRq3年度1月間年度1 R91年度

有価証券および操越取
ヨカゐらえられた利益
(Gewinn aus Effckt-
en und Rcporls) 

例(2)

六
四
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(
m
v

ハ
げ
〕

っ
て
過
大
償
却
実
務
を
補
完
し
(
例
川
)
、
あ
る
い
は
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
勘
定

・
有
価
証
持
制
定
在
高
を
過
少
表
示
L
(例
川
己
資
本
参
加
を
一
マ
ル
ク

で
表
示
す
る
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
で
あ
る
ロ
な
お
、
か
か
る
粉
飾

的
処
理
法
は
、
配
当
支
払
い
の
枠
を
正
則
業
務
か
ら
え
ら
れ
た
利
益
に
限

定
し
、
不
正
則
業
務
か
ら
生
じ
た
利
益
吉
企
業
内
に
隠
蔽
・
留
保
す
る
と

い
う
、
当
時
大
銀
行
の
あ
い
だ
で
採
用
さ
れ
は
じ
め
次
第
に
独
占
的
工
業

日
金
融
会
社
に
変
型
移
植
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
一
定
の
配
当
最
策
目
配
当
安

定
化
政
筑
を
支
え
る
「
独
特
の
利
読
計
算
政
策
」
の
一
部
を
な
す
も
の
で

〈
却
)

あ
っ
た
。

以
上
、
ド
イ
ツ
独
占
確
立
期
に
お
い
て
、
独
占
企
業
を
中
心
と
し
て
有

側
証
券
刷
定
・
シ
ン
ジ
ケ
ー
ト
勘
定
的
不
明
瞭
表
示
を
基
軸
と
す
る
極
端

な
貸
借
対
照
表
不
明
瞭
表
示
政
策
が
採
用
さ
れ
、
そ
れ
が
な
か
ん
づ
く
秘

密
減
価
償
却
を
奴
介
と
し
て
秘
密
積
立
金
設
定
実
務
と
有
機
的
に
結
合
し

て
い
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
過
大
償
却
H

秘
密
積
立
金
設
定
実

務
は
、
か
く
し
て
貸
借
対
照
表
不
明
瞭
表
示
実
務
に
よ
っ
て
促
進
・
補
強

さ
れ
、
王
の
結
果
、
公
表
さ
れ
る
資
産
利
益
と
実
際
の
資
産
利
益
と

の
分
裂
は
、
こ
の
段
階
に
お
い
て
極
度
に
拡
大
さ
れ
る
と
と
と
な
る
内

独
占
確
立
期
以
前
に
お
い
て
も
、
部
分
的
に
は
過
大
償
却
u

秘
密
積
立

金
設
定
実
務
は
存
在
し
二
般
に
、
公
表
さ
れ
る
資
産
利
益
と
実
際
の
資

産
利
益
と
の
分
裂
が
過
九
表
不
か
漏
少
表
引
か
り
い
ず
れ
か
の
形
態
を

と
っ
て
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
は
、
た
し
か
に
際
史
的
事
実
の
明
示
す
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
か
か
る
分
裂
・
公
表
会
計
に
お
け
る
隠
蔽
曲

ド
イ
ツ
独
占
確
立
期
に
お
け
る
自
己
金
融
と
決
算
政
策
八
円

飾
と
い
う
事
実
が
一
定
の
現
実
的
効
果
を
も
た
ら
し
独
占
資
本
の
利
益
に

合
致
す
る
点
に
こ
モ
、
企
業
の
内
部
会
計
(
簿
記
)
と
は
独
立
し
た
公
表

会
計
が
成
立
せ
し
め
ら
れ
る
根
拠
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
意
味
で
、

本
来
、
独
占
、
企
業
白
株
式
会
社
形
態
、
公
表
会
計
、
公
表
さ
れ
る
資
産

利
益
と
実
際
の
壬
れ
と
の
分
裂
(
秘
密
積
立
金
・
秘
笛
損
失
)
準
々
は
、

内
的
に
不
可
分
の
関
連
に
あ
る
。
し
か
し
、
独
占
確
立
期
に
い
た
る
や
、
財

産
利
益
の
現
実
内
容
と
公
表
内
容
、
と
の
分
裂
は
、
お
も
に
資
産
利
益
の

過
少
表
示
日
秘
密
積
立
金
設
定
に
傾
斜
し
な
が
ら
全
間
的
な
も
の
と
な
り
、

一
マ
ル
ク
勘
定
に
典
型
的
表
現
を
み
る
ご
と
く
公
然
た
る
も
の
と
な
る
。

こ
こ
で
は
公
表
さ
れ
る
資
産
利
益
之
実
際
の
資
産
目
利
益
と
の
分
裂
・

秘
併
積
立
金
の
設
定
は
な
ん
ら
秘
密
で
は
な
く
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
す

で
に
、
ド
イ
ツ
独
占
確
立
期
に
お
け
る
一
マ
ル
ク
勘
定
計
上
実
務

u
秘
情

積
立
や
設
定
実
務
が
、
秘
需
積
立
金
設
定
の
周
知
の
効
果
で
あ
る
配
当
制

限
融
税
負
担
の
軽
減
・
賃
L
L
げ
の
抑
制
停
を
こ
え
て
、
さ
ら
に
積
極
的

に
な
ん
ら
か
の
効
果
を
期
待
し
て
遂
行
さ
れ
た
こ

E
を
予
想
せ
し
め
る
も

の
で
あ
る
。
事
実
、
当
時
の
ド
イ
ツ
独
占
的
株
式
企
業
は
、
過
大
償
却

u

秘
密
積
立
金
の
設
定
を
つ
う
じ
て
、
公
表
さ
れ
る
資
産
・
利
益
数
値
の
隠

蔽
曲
飾
を
試
み
た
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
ら
数
筒
白
隠
蔽
曲
飾
さ
わ
た
結

果
を
し
め
す
も
の
で
あ
る
と
い
う
事
実
そ
の
も
の
を
公
挫
す
る
こ
》
一
に
よ

っ
て
一
定
自
企
業
財
務
政
策
上
の
効
果
を
え
よ
う
、
と
し
た
り
で
あ
っ
た
白

か
よ
う
な
ド
イ
ァ
独
占
的
株
式
企
業
の
意
図
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、

こ
れ
ら
株
式
会
社
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
貸
借
対
服
表
形
式
の
う
え
に
」
亦
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